
　１１月２２日、増毛幼稚園の園児たちが園庭で焼き芋を楽しみました。焚き火の中からアルミホイルに包ま

れた熱々のさつまいもを斉藤園長や先生方が取り分け、園児たちに配ると、口々に「おいしい～！」「あ

ま～い！」などと言いながら、ホクホクの焼き芋を美味しそうにほおばっていました。

栄誉をたたえて 表彰式栄誉をたたえて 表彰式 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２～３Ｐ ２～３ Ｐ

まちの話まちの話題題（（発表会発表会・・お遊戯会お遊戯会 ほか ほか）） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥４～５‥ ４～５ ＰＰ

納税窓納税窓口口サービスデイを開設しますサービスデイを開設します ！！ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２Ｐ１２Ｐ

暑寒別暑寒別岳岳スキー場オープンスキー場オー プ ン ！！ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥ １８Ｐ１８Ｐ などなど

栄誉をたたえて 表彰式 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２～３ Ｐ

まちの話題（発表会・お遊戯会 ほか） ‥‥‥‥‥ ４～５ Ｐ

納税窓口サービスデイを開設します ！ ‥‥‥‥‥１２Ｐ

暑寒別岳スキー場オー プ ン ！ ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥ １８Ｐ など



◇平成29年度増毛町表彰式◇
　平成29年度増毛町表彰式が11月３日の文化の日にオーベルジュましけで行

われました。

　今年度は、功労表彰２名、功績表彰８名、善行表彰１名、勤続表彰４名の計

15名の受賞となり、堀町長より表彰状や記念品などが手渡されました。受賞さ

れた方は以下の通りです。（敬称略）

功 労 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯

栄
誉
を
た
た
え
て

表
彰
式
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　永年に亘り、増毛町議会議員として、地方自治の振興発展に寄与されると

ともに、数々の要職を歴任し、町勢の振興に大きく貢献されました。

豊田　敏巳（舎熊）

　永年に亘り、増毛町教育委員会委員と

して、教育の発展に寄与され、また増毛

町教育委員長等の要職を歴任し、町勢の

振興に大きく貢献されました。

風間　惠美（畠中町１）

▲堀町長から賞状を受けとる風間さん

（写真中央）と豊田さん（写真左）

功 績 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
笹原　嘉一（舎熊）

○自治振興部門

五日市　忠二（別苅）

南山　岩男（南暑寒町８）

織田　達史（畠中町５）

中村　文夫（南永寿町１）

佐藤　弓子（暑寒海岸町）

○社会事業部門

高畠　實（舎熊）

○防災部門

山口　利幸（暑寒沢）

○産業部門

勤 続 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
［増毛町役場］

斉藤　隆彦（見晴町）　　杉本　要（南畠中町６）

［南るもい農業協同組合］

川島　正彦（畠中北町）　土田　敏明（南畠中町５）

善 行 表 彰芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯
本間　茂（札幌市）

　ふるさと増毛町の発展を願い、平成

27年度から多額の寄附を続けられ、町

勢の振興に多大な貢献をされています。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
を
努
め
、
永
年
に
わ
た
っ

て
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た
と
し
て
、
南
山
岩
男

さ
ん
、
谷
寛
龍
さ
ん
に
対
し
、
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
南
山
さ
ん
、
谷
さ
ん
の
経
歴
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
主
任
児
童
委
員
（
平
成
　
年
～
平
成
　
年
）

１６

２２

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
監
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
　
年
～
平
成
　
年
）

２２

２４

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
　
年
～
現
在
）

２４

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事（
平
成
　
年
～
平
成
　
年
）

１７

２３

　
　
　
　
〃
　
　
　
副
会
長（
平
成
　
年
～
現
在
）

２３

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
（
平
成
　
年
～
現
在
）

１６

　
　
保
護
司
（
平
成
　
年
～
現
在
）

１２

◇
平
成
　
年
度
留
萌
振
興
局
長

２９（
社
会
福
祉
課
所
管
）
表
彰
◇

谷
　
寛
龍
 さ
ん
（
別
苅
）

葛
賞
状
を
受
け
と
る
南
山
さ
ん
（
写
真
上
）、
谷
さ
ん
（
写
真
下
）

南
山
　
岩
男
 さ
ん
（
南
暑
寒
町
８
）
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◇平成29年度増毛町体育協会スポーツ表彰◇
　10月６日、文化センターにおいて行われた町体育協会（武井光昭会長）主催の平成29年度「体育の日」

記念前夜祭の中で、平成29年度体育協会スポーツ表彰が行われました。受賞された方は以下の通りです。

（敬称略〈　〉内は推薦団体）

スポーツ奨励賞芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
　平成29年１月13、14日に開催された「2017“コンサドーレ・エ

スポラーダカップ”全道市町村サッカー・フットサル大会Ｕ－12」

において、増毛サッカー少年団５、６年生チームが、道内各地区

から参加したチームを破り、準優勝という成績を収めました。

増毛サッカー少年団〈増毛サッカー連盟〉

　平成29年２月11、12日に開催された「第27回全道少女フットサル大会」において、所属する『旭川

トレセンＵ－12ＡＫＢ』の主力選手として活躍し、チームを優勝に導きました。

佐藤　葉月〈増毛サッカー連盟〉

　
　
月
３
日
、
元
陣
屋
に
お
い
て
平
成
　
年
度
増
毛
町
読
書
感
想

１１

２９

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞
　
佐
賀
　
翔
太
（
増
毛
小
２
年
）

　
タ
イ
ト
ル
「
よ
う
か
い
し
ょ
く
ど
う
」
を
読
ん
で

優
秀
賞
　
　
小
野
　
華
鈴
（
増
毛
小
２
年
）

優
良
賞
　
　
富
野
　
莉
音
（
増
毛
小
１
年
）

佳
作
　
　
　
川
村
　
香
純
（
増
毛
小
１
年
）

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞
　
福
原
　
花
純
（
増
毛
小
３
年
）

　
タ
イ
ト
ル
「
平
和
っ
て
す
て
き
だ
ね
」
を
読
ん
で

優
秀
賞
　
　
猪
股
　
星
奈
（
増
毛
小
４
年
）

優
良
賞
　
　
廣
野
　
晴
菜
（
増
毛
小
４
年
）

佳
作
　
　
　
宇
治
　
詩
帆
（
増
毛
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞
　
髙
橋
　
愛
子
（
増
毛
小
５
年
）

　
タ
イ
ト
ル
「
リ
バ
ウ
ン
ド
」
を
読
ん
で

優
秀
賞
　
　
青
山
　
珠
莉
（
増
毛
小
６
年
）

優
良
賞
　
　
宮
津
　
葵
咲
（
増
毛
小
６
年
）

佳
作
　
　
　
會
田
　
皓
斗
（
増
毛
小
５
年
）

【
中
学
校
の
部
】

最
優
秀
賞
　
髙
橋
　
七
心

　
　
　
　
　
　
　
　（
増
毛
中
２
年
）

　
タ
イ
ト
ル
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」

優
秀
賞
　
　
鈴
木
　
菜
菜

　
　
　
　
　
　
　
　（
増
毛
中
１
年
）

優
良
賞
　
　
寺
澤
　
海
知
人

　
　
　
　
　
　
　
　（
増
毛
中
１
年
）

佳
作
　
　
　
忠
鉢
　
碧

　
　
　
　
　
　
　
　（
増
毛
中
３
年
）

◇
増
毛
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
◇

▲賞状を受けとる増毛町サッカー少年団前年

度主将　三鹿由翔さん

スポーツ奨励賞芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
　平成29年７月８日に開催された「第１回北海道中学生ビーチバレーボール大会」において優勝し、平

成29年８月13日に神奈川県で開催された「第８回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会」でも

１勝を挙げるなど、輝かしい成績を収めました。

今が熱いぞ来てね増毛〈増毛町体育協会〉

スポーツファミリー賞芋
咽

允
員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
　髙橋徳（夫）、恵子（妻）は増毛町剣道スポーツ少年団の指導者として、愛子（子）、優治（子）も団員

として週３～４回稽古に努め、靜（父）は暑寒パークゴルフクラブに加盟し、家族３代にわたって日頃

よりスポーツに親しみ、健康維持に努めています。

髙橋ファミリー〈増毛剣道連盟〉
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ま 題話のち

　
　
月
　
日
、
町
防
犯
協
会
（
合
羽
井
達
男
会
長
）
が

１０

１９

児
童
の
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
に
下
校
時
の
児
童
の
実

態
を
調
査
す
る
目
的
で
、
留
萌
警
察
署
協
力
の
も
と
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
増
毛
小
１
、
２
年
生
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
、
毎
年
新
入
学
児
童
に
配
布
し
て
い
る
防
犯

ブ
ザ
ー
の
着
用
点
検
や
安
全
に
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い

る
か
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　
ま
た
　
月
　
日
に
は
、
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
下
校

１１

１０

時
に
国
道
を
渡
る
児
童
が
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
南
畠
中
町
１
丁
目
の
旧
石
塚
商
店
の
軒
先
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。
撮
影
さ
れ
た
映
像
は
、
事

故
や
事
件
が
起
き
た
と
き
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

　
　
月
　
日
に
あ
っ
ぷ
る
保
育
所
発
表
会
が
、

１０

１４

　
月
５
日
に
は
増
毛
幼
稚
園
お
遊
戯
会
が
開
催

１１さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
て
き
た
お
遊
戯
や
劇
、
合
唱
な
ど
を

緊
張
し
な
が
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま

し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
遊
戯
や
劇
を
披
露

▲増毛幼稚園ひまわり組による劇「さるかに合戦」

では、長いセリフもしっかりと覚えて、大人顔負

けの演技を披露しました。

▲増毛幼稚園ばら組男児による遊戯

「キュータマダンシング！」では、キレ

のある踊りで会場を湧かせていました。

▲あっぷる保育所りんご組全員で「さんぽ」などを元気

いっぱいに歌い、上手な楽器演奏も披露しました。

▲あっぷる保育所ぶどう組による劇「ねずみの嫁入り」では、息の

合った演技に客席から多くの拍手が送られました。

　
　
月
８
日
、
高
齢
者
の
防
犯
や
交
通
安
全
に
つ

１１
い
て
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ

て
高
齢
者
相
互
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
、
増
毛

町
長
寿
社
会
対
策
活
動
推
進
協
議
会
（
織
田
達
史

会
長
）、
増
毛
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
下
田
君
男

会
長
）
共
催
の
平
成
　
年
度
防
犯
・
交
通
安
全
高

２９

齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
留
萌
警
察
署
職
員
に
よ
る
交
通
安
全
と
特
殊
詐

欺
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
い
た
後
、
ゲ
ー
ム
競
技

で
そ
れ
ぞ
れ
得
点
を
競
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

影
絵
紙
芝
居
を
観
賞
し
、
全
員
で
健
康
体
操
を
行

い
な
が
ら
高
齢
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

親
睦
を
深
め
な
が
ら
交
通
安
全
や
防
犯
意
識
を
高
め
る
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ま 題話のち

　たまに、普段言えないことや伝えたいことを大声で叫びたい時ってありませんか？仕事や学校で嫌な
ことがあったときに優しく慰めてくれた家族への感謝、部活や団体行動で学んだ仲間の大切さ、全然減
らない体重と無くならない食欲への怒り…（コレは置いといて）。
　11月23日の勤労感謝の日に、文化センターにおいて『平成２９年度　少年の主張大会「僕の主張、私の
主張」』が開かれ、町内の小中学生７名が、母や家族への感謝の気持ち、自分の好きなことへの追求、
罹患した病気を通じて考えること、将来の夢など、今感じているさまざまな内容を、自分の言葉で堂々
と発表しました。
　その中でも、今までのだらけた時間の使い方を改めて、将来建築士になるために１日１日を大切に過
ごすことを決意する発表をした増毛中２年の玉田陽大くんが、幕末の思想家で後の明治維新を担う若者
に多大な影響を与えた吉田松陰の格言「夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき者に実
行なし、実行なき者に成功なし、故に夢なき者に成功なし」を引用して力強いスピーチをしていました。
果たして今の広報マンに夢はあるのか…。夢…理想…計画…実行…。ただ毎日を過ごすだけに一生懸命
になっていた広報マンの心にグサッと刺さる、鋭くも説得力あるスピーチにハッとさせられました。今
回、僕ら大人も考えさせられる様な素晴らしい主張発表をした７名の方に心から拍手を送ります！広報
マンも負けないように頑張りますよ！

ｖｏｌ，３２

　
　
月
　
日
、
増
毛
産
の
お
い
し
い
新
米
を
味

１１

１４

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
平
成
　
年
産
新
米
試
食
会
」
が

２９

開
か
れ
、
来
場
し
た
約
３
０
０
人
が
炊
き
た
て

の
新
米
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
新
米
は
、
食
べ
比
べ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
「
な
な
つ
ぼ
し
」
と
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
２
種

類
を
用
意
。
ま
た
、
お
か
ず
と
し
て
用
意
さ
れ

た
町
内
の
水
産
・
農
産
加
工
品
に
加
え
て
、
漁

組
女
性
部
に
よ
る
鮭
汁
も
提
供
さ
れ
、
終
了
時

間
を
待
た
ず
に
品
切
れ
に
な
る
も
の
も
。

　
来
場
者
た
ち
は
豊
か
な
増
毛
の
食
に
、
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
新
米
に
舌
鼓

　
　
月
　
日
、
増
毛
小
体
育
館
に
お
い
て
、
増

１１

１２

毛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
細
川
丈
伺
会
長
）、
留

萌
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
留
萌
み
な
と
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
、
小
学
生
を
対
象
に
し

た
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
教
室
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

元
日
本
代
表
で
プ
ロ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選
手
の
田

中
姿
子
さ
ん
を
招
い
て
行
わ
れ
、
増
毛
の
少
年

団
を
含
め
管
内
か
ら
５
チ
ー
ム
が
参
加
。
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
増
毛
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

部
員
が
指
導
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
参
加
選

手
た
ち
は
、
プ
ロ
の
技
術
を
少
し
で
も
身
に
つ

け
よ
う
と
、
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

プ
ロ
の
選
手
が
指
導

▼「中学生の部」最優秀賞を受賞した

増毛中３年、原田　瑠美音さん

▲「小学生の部」最優秀賞を受賞した

増毛小６年、金内　亜優奈さん
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◆◇１２・１月の各種教室は下記の日程で行います。参加料は無料です。◇◆

健康寿命延伸事業 ※地方創生推進交付金事業『生涯現役で働き続けられる町を
　実現する健康寿命延伸人材育成事業』

健 康 教 室づ りく

金 曜 日木 曜 日火 曜 日
８日７日1 2／５日

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

１５日１４日１２日

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

２２日２１日１９日

１０：００－１１：３０

屋内グランド内集合

コアウォーキング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター大ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

　

２９日２８日２６日
１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

５日４日１／２日

１２日１１日９日

１８：３０－１９：３０　文化センター大ホール

ゆっくりプログラム（☆☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

໰̇ 役場保険年金係　電話 ５３－１１１３

 ◇ストレッチヨガ【☆☆】　　　　　 
大人気のプログラムです。ヨガにストレッチ要素を取り入れて身体も心もスッ

キリ！

 ◇ゆっくりプログラム【☆☆☆】　　 
軽い筋力トレーニングや有酸素運動で気になる部分をシェイプアップ！

◇ワークアウト【☆☆☆☆】　　　　 
美しい身体を作りたい ！筋肉をつけたい ！しっかり運動したい方にぴったり ！

 ◇関節健康トレーニング【☆】　　　 
膝や腰など、普段の動作に重要な部分をしっかり動かして健康寿命を延ば

しましょう！

 ◇コアウォーキング【☆】　　　　　 
骨盤（大腰筋）を動かして腸の活動を促進し、便秘解消やお腹周りをシェイ

プアップ！

健康づくり教室 ☆は運動強度（☆が多いほど“つらい”と感じる）

運動一番Ｌ ａ・ｓａｎｔ ｅ
（ら・さんて）

年末年始のお休みは、
１２月２９日（ 金 ）
～１月４日（ 木 ）まで
となります。
１月５日（ 金 ）より、通
常通り開館いたします。
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໰̇ 町民課保険年金係　電話 ５３－１１１３

　「
健
診
を
受
け
る
と供
血
圧
が
高
い
と
か
血

糖
が
高
い
僑
と
言
わ
れ
る
の
で
受
け
た
く
な

い
」
と
い
う
お
話
を
よ
く
伺
い
ま
す
。

　
高
血
圧
や
高
血
糖
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
大
き

な
病
気
に
突
然
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
本
当
に
突
然
な
の
で

し
ょ
う
か
？
予
防
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
　
高
血
圧
や
高
血
糖
は
健
診
を
受
け
な
い
と
、

な
か
な
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て
、
脳
梗

塞
を
未
然
に
防
い
だ
町
の
方
の
お
話
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、　

歳
か
ら
　
歳
ま
で

４０

７４

の
国
保
加
入
者
の
方
に
、
１
万
円

相
当
の
健
診
を
無
料
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
上
の「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

（
ク
リ
ー
ム
色
）
を
ま
だ
使
用
し

て
い
な
い
方
は
３
月
ま
で
に
左
の

医
療
機
関
で
、
健
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
※
事
前
に
予
約
電
話
番
号
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
社
保
・
共
済
の
方
は
、
ご
加
入

の
保
険
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

予約電話番号医療機関名

保険年金係
５３－１１１３

国保
後期

増毛町立市街診療所

保健指導係
５３－３１１１

国保
後期

旭川がん検診センター

４９－１０１１留 萌 市 立 病 院

４２－０２７１留 萌 記 念 病 院

４３－９５００
留 萌 セ ン ト ラ ル
ク リ ニ ッ ク

４３－６４５１川 上 内 科 医 院

４２－１４０６荻 野 病 院

４２－１６６０藤 田 ク リ ニ ッ ク

４２－８８２０
た け う ち 内 科
循 環 器 科 医 院

５６－１６７８
西 原 腎 ・ 泌 尿 器 科
ク リ ニ ッ ク

４２－５０１１わたべ整形外科医院

あ
る
漁
師
、Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス

　
現
役
で
漁
師
を
し
て
い
る
Ａ

さ
ん
は
、
平
成
　
年
度
に
奥
さ

２７

ん
の
す
す
め
で
久
し
ぶ
り
に
特

定
健
診
を
受
診
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
健
診
を
受
け
る
気
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
血
圧

測
定
の
結
果
、
収
縮
期
血
圧

（
最
高
血
圧
）
が
１
９
４
㎜
　

、
Ｈｇ

拡
張
期
血
圧
（
最
低
血
圧
）
は

１
３
０
㎜
　
も
あ
り
、
驚
い
て

Ｈｇ

す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し
た
。

　
病
院
で
精
密
検
査
を
し
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
脳
梗
塞
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
脳

梗
塞
は
初
期
の
段
階
で
あ
っ
た

た
め
、
手
術
の
必
要
は
な
く
点

滴
だ
け
で
済
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
後
遺
症
も
な
く
退
院

か
ら
す
ぐ
に
漁
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
の
と
き
健
診
を
受
け
て
な

か
っ
た
ら
、
今
頃
は
…

　
血
圧
な
ど
の
薬
を
始
め
て
、

１
日
３
箱
吸
っ
て
い
た
タ
バ
コ

を
や
め
て
、
う
す
味
に
も
な
っ

た
こ
と
で
血
圧
が
改
善
し
ま
し

た
。
　
そ
し
て
、「
健
診
を
受
け
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

血圧が高くなると、脳卒中に
なる危険度も高くなります。
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◇学生納付特例制度◇

　多くの学生さんは所得が少ないから、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付

が猶予される制度だよ。この制度のポイントは、本人の所得さえ一定額以下なら世帯全体の所得

は関係ない、つまり制度の対象となる人の間口が広いことだね！対象となる学生は、学校教育法

に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年

限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方だよ。大抵の学校は対象とな

るね。

◇納付猶予制度◇

　学生さんじゃない方はこちら。学生でない50歳未満の方で、本人と配偶者の所得が一定額以下

の場合に国民年金保険料の納付が猶予される制度だよ。働いていない等の理由で生活に余裕がな

い場合に保険料納付が猶予されるんだ。

学生納付特例制度と納付猶予制度

　オッス、オラはカモメのマーシー！知ってる？人が一日に摂取する塩分の適量は約６グラム未満なん

だって！生活習慣病の元だから気をつけなきゃいけないね。ところでカモメは何グラムが適量なのか

な？

　今回は納付猶予に関する制度についてだよ！

ジェネリック医薬ジェネリック医薬品品
医療費負担を減らせ医療費負担を減らせるる ！！！ ！

○●○● ジェネリック医薬品を選ぶとどうなるの？ ○●○●

②保険税の高騰を防げます

　増毛町国保の医療費のうち、

お薬代が占める割合は約２割

です。皆さんが協力してお薬

代を安くすると、保険税を安

く、上げないことができます。

　医療用医薬品（医師の処方せんが必要なお薬）には同じ有効成分・同等の効き目でも「新薬

（先進医薬品）」と、それより価格が安い「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」があります。

　ジェネリック医薬品は、新薬と同じ有効成分で作られ、効き目や安全性が新薬と同等なお

薬です。

＝ ジェネリック医薬品ってなに？ ＝

①お薬代（窓口負担）が安くなります

　ジェネリック医薬品の価格は、新薬の２～７割。生活習慣病

の様に長い間飲み続けるお薬ほど、お薬代の差が実感できます。

マーシーの年金相談

問合せ先
留萌年金事務所　43崖7211
役場保険年金係　53崖1113

※平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象と

なります。

 役場保険年金係
　電話 53崖1113

《例》 高血圧症（代表的なお薬を１日１回、１年間服用した場合）

　　 糖尿病（代表的なお薬を１日１回、１年間服用した場合）

差額

2，190 円

ジェネリック医薬品

4，380 円

新薬

6，570 円
⇒ ⇒

差額

7，660 円

ジェネリック医薬品

9，860 円

新薬

17，520 円
⇒ ⇒



広報ましけ 2 0 1 7．1209

子 どもの学習支援事業のお知ら せ

相談先（委託事業者）：特定非営利活動法人ウェルアナザーデザイン（電話：０１６４－５６－１６６２）

メールアドレス：Wel-ad-takashi@minos.ocn.ne.jp

生活にお困りの方はご相談ください
～生活困窮者自立相談支援事業のお知らせ～

■　対象者：留萌管内町村にお住まいの方で生活や経済的にお困りの方

■　相談例（あくまで一例です）

■　相談先（委託事業者）：うぇるサポート（電話：０１６４－５６－１６６２）

　　　　　　　　　メールアドレス：Wel-ad-takashi@minos.ocn.ne.jp

仕事：仕事をリストラされて、どうしてよいかわからない。

健康：病気になって働くことができない。

生活：家賃を払えず家を追い出されそう。

　　　借金があって家計のやり繰りに困っている。

留萌振興局では生活や仕事でお困りの方に対して、委託事業者の相談支援員が

相談支援を行っております。

【イベント例】
－７月－
夏のキャンプ
－８月－
視察研修

（工場見学など）
－１２月－
クリスマス会
　　　　　など

　留萌振興局では経済的にお

困りの世帯のお子様を対象と

して、学習の支援やイベント

等を実施するなどの居場所の

提供を行っております。

◆◇支援内容◆◇

〇　学習支援：高校受験のための進学支援や、学校の勉強の復習、宿題の習慣づけを行います。

〇　居場所の提供：日常生活習慣の形成、社会性の育成、子どもが安心して通える場所の提供を行います。

〇　進路相談等：個別の進路相談、進学に必要な奨学金などの公的支援の情報提供を行います。

〇　高校中退防止のための支援：　個別相談の実施、学習支援の参加者のフォローを行います。

◆◇実施場所◆◇

〇　拠点型支援（拠点（羽幌町内、天塩町内）に集合し、支援を行います。

　　※　羽幌町、天塩町以外の方は車で送迎をいたします。

〇　訪問型支援（支援対象者の自宅を訪問し、支援を行います。）

〇　通信型支援（郵送又はメール等を活用し、支援を行います。）

〇　集中型支援（夏休みや冬休み期間などに、集中的に学習支援を行います。）

◆◇対象世帯◆◇

　管内町村に居住する世帯のお子様（小学校５・６年生、中学生、高校生等及

び就学や就労をしていない１５歳以上２０歳未満の方）及びその保護者等で経済的

にお困りの方
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　 毎年、冬になると屋根に積もった雪、氷、つららが落ちて、
歩行者がケガをしたり、死亡したりする事故がしばしば起
こっています。
　冬期間の通行を円滑にし、事故を無くすため、特に次のこ
とに注意する様お願いいたします。

□命綱の使用、ヘルメット等の着用　　 □はしごの固定、足場の確保

□軽くて使いやすい除雪道具をつかう　 □一人で作業をしない

　屋根の雪、氷、つららが道路に落ちる建

物には、これに伴う事故を避けるため雪止

めをつける様にしてください。

　軒下を通行するときは、屋根からの落氷

雪に十分注意する様にしてください。

　軒下や道路では、子どもを絶対に遊ばせ

ない様にしてください。　屋根の雪、氷、つららは、気温が上昇した

とき、特にマイナス３℃くらいからプラス３

 ℃くらいになったときに落ちやすい状態とな

るため、そのような時は早めに落とす様にし、

落とすときは歩行者や遊んでいる子どもな

どに十分注意する様にしてください。

　屋根から大量の雪が落ちたときは、直ち

に事故がないかどうか確かめるとともに、

歩行者の通行への影響を避けるため、速や

かに処理してください。

 雪・氷・つらら
 の落下に

注意

屋根から落ちる雪
や氷にご注意を！

屋根の雪下 ろし は安全対策を万全に ！
　屋根の雪下ろしによる事故が毎年起きています。万全の安全対策をとっ

た上で作業を行う様にしてください。
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④除雪機械による除排雪について

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、

河川（永寿川、錦川等）や道路には投雪しない

でください。また、公共施設（縁石、フェンス、

側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、万一、

損傷したときは直ちに報告してください。

⑤流雪溝の管理運営について

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、

事故の無いように使用しましょう。

また、気象状況により中止とする場合がありま

す。その場合は防災無線等により、お知らせし

ます。 

①路上駐車はやめましょう

　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多

く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であり、

追突・接触等により損傷を受ける場合もあります

ので、路上での終夜駐車は絶対しないでください。

また、所用で駐車している場合に除雪車が来たら

支障のない場所に移動してください。

②道路に雪を捨てないでください

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨て

ている人が多数見受けられます。雪を捨てると

道路幅が狭くなり、交通の安全性を害しますの

で、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるよう

にしてください。

③雪捨て場所について

　商店・事業所等の個人が排雪する場合の雪捨

て場は、暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）

としておりますので、道路には絶対に投雪せず運

搬排雪をお願いします。

　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く廃棄

物は捨てないでください。なお、ゴミの不法投棄

は法律により罰せられますので絶対に捨てないで

ください。

　共同で使用する雪捨て場となっておりますの

で、皆さんのご協力をお願いします。

【問合せ先】

 国道：留萌開発建設部・第１道路工務課

（電話 ４２－３１６８）

 道道：留萌建設管理部・事業室事業課

（電話 ４２－１８４９）

 町道：増毛町役場・建設課管理係

（電話 ５３－１１１５）

 町道：増毛産業振興協同組合

（電話 ５３－３８１０）

　
　
例
年
、
冬
季
に
運
転
し
て
お
り
ま
す

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
　
月
３
日（
日
）

１２

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
、
融
雪
機
能
が
随
所
に
低

下
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
電
気
料
の
経

費
削
減
を
は
か
る
目
的
で
運
行
期
間
の
短

縮
を
図
り
ま
す
。
た
だ
し
、
安
全
確
保
の

た
め
、
代
替
措
置
と
し
て
ス
リ
ッ
プ
防
止

剤
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
を
散
布
い
た
し
ま
す

が
、
通
行
さ
れ
る
方
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
等
に
十
分
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

 　
໰̇ 
建
設
課
・
管
理
係

（
電
話
５
３
倆
１
１
１
５
）

月月月月月月月月月月月月月月月月
よよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりり
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドド
ヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

　
月
よ
り
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グググググググググググググググググ

１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２１２のののののののののののののののの
運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始始始始
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし

の
運
転
を
開
始
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたた

砕石ペット「まくべい」の配布

　増毛町では、高齢者の雪道での転倒を防止するために積雪凍結時に自宅前などにまく、

５００mlペットボトル入り砕石「まくべい」を無償で配布しております。今年度も、増毛町黒岩砕石事

業所で製造した「まくべい」を６００本配布します。高齢者がいる世帯に「１軒あたり２本」配布いた

しますので、希望する方は福祉厚生課５３－３１１１（内線５１５、５１９）までご連絡下さい。

　なお、雪が解けた後、道路に残った「まくべい」は、まいた人が掃除するよう御協力願います。

はじま り ます ！ 

作業が雪 除

短縮路線 は、役場～留萌信用金庫
増毛支店と役場～神社下までの２路
線で、１２月３日（日）から２月２８日（水）
までの運転といたします。

【
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
運
行
期
間
短
縮
箇
所
図
】
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平
成
　
年
度
を
も
っ
て
学
校
と
し
て
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
が
、
昨
年

２３

度
よ
り
「
ぞ
う
き
ん
掛
け
選
手
権
」
や
「
き
も
だ
め
し
大
会
」
等
の
イ
ベ

ン
ト
に
よ
り
、
第
二
の
人
生
を
歩
き
出
し
た
旧
増
毛
小
学
校
校
舎
。
平
成

　
年
に
は
北
海
道
遺
産
に
指
定
さ
れ
、
道
内
最
大
級
に
し
て
最
古
の
木
造

１３校
舎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
内
外
か
ら
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
の
増
毛

町
の
シ
ン
ボ
ル
的
建
築
物
で
す
が
、
昨
年
で
築
　
年
を
迎
え
、
体
育
館
の

８０

屋
根
か
ら
雨
漏
り
が
す
る
な
ど
老
朽
化
が
著
し
く
す
す
ん
で
い
ま
し
た
。

　
修
繕
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
限
定
で
、

２８

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
を
指
定
す
る
項
目
に
「
旧
増
毛
小
の
保
存
・
活
用

に
関
す
る
事
業
」
を
追
加
し
ま
し
た
。
す
る
と
寄
付
額
が
目
標
の
３
千
万

円
を
大
き
く
上
回
る
、
約
４
千
２
百
万
円
と
な
り
、
年
度
の
途
中
で
申
込

を
締
め
切
る
ほ
ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
こ
の
寄
付
金
の
一
部
を
使
っ
て
体
育
館
の
屋
根
の
張
り
替
え

と
集
合
煙
突
撤
去
の
工
事
が
行
わ
れ
、
９
月
下
旬
ま
で
に
工
事
が
完
了
。

旧
増
毛
小
学
校
校
舎
保
存
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
親
子
三
代
に
わ
た
っ
て
通
っ
た
家
族
が
い
る
ほ
ど
歴
史
あ
る
こ
の
校
舎

を
こ
れ
か
ら
も
活
用
・
保
存
し
、
増
毛
町
の
財
産
と
し
て
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

増
毛
の
シ
ン
ボ
ル

旧
増
毛
小
学
校
を
大
規
模
修
繕
！

▼無事屋根の修繕が終わり、太陽光をきれ

いに反射する旧増毛小学校校舎の体育館

　道町民税、固定資産税、国民健康保険税及び軽自動車税の納め忘れはありませんか。

　１２月は留萌管内統一「滞納整理強化月間」であり、町としては「年末諸税特別徴収月間」と

し、催告書の発送や自宅・勤務先を訪問しての催告及び給与・預貯金の差押えを実施します。

　多くの方はルールを守り納税されています。まだ、納税されていない方は

早急に納税されるか、納税について必ずご連絡ください。

　税金は、皆さんの暮らしを支える貴重な財源です。納税へのご理解と

ご協力をお願いします。

１２月は です年末諸税特別徴収月間

『納税窓口 サービ スデ イ』を開設し ま す ！

納め忘れはありませんか？

〈お問合せ先〉税務課　税務係・納税係（電話５３－１１１４）

平成２９年度増毛町ふるさと納税

「頑張れ増毛応援寄付」の寄付金は

２４，３７６件
〈前年比１２９．８％〉

３３６，０４７，００１円
〈前年比１１７．４％〉

（１１／２４現在）となっています。た

くさんの応援、誠にありがとうござ

います。

　「特別徴収月間」に合わせ、夜間及び休日に役場１階税務課において、納税窓

口を開設します。お仕事や用事で「日中は忙しい」「平日はなかなか役場に行け
ない」…この機会に納税及び納税相談にお気軽にご連絡・お越しください。
※ 状況により訪問しての徴収も検討しますのでご相談ください。

５のつく日は

　　夜間窓口♪

日曜日は

　　休日窓口♪

夜間窓口
１２月５日（ 火 ）、１５日（ 金 ）、２５日（ 月 ）の

午後５時１５分～午後７時００分まで

休日窓口
１２月１７日（ 日 ）、２４日（ 日 ）の

午前９時００分～午後５時００分まで
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　一年の終わりを迎えるにあたり、何かと忙しくなることで火災に対する警戒心が緩みがち

になります。各家庭及び事業所等では、火気の使用に十分注意し、以下の項目を守り、火災

のない安全、安心な一年を迎えられるようにしましょう。

＜一般家庭での注意点＞

○ ガスコンロ等の調理器具、暖房器具を安全に使用し、取扱いを確認しましょう。

○ 就寝時又は外出時は必ず火の元を確認しましょう。

○ 放火を防止するために、燃えやすい物はしっかりと管理し、物置は必ず施錠しましょう。

○ 住宅用火災警報器を設置しましょう。

＜飲食店等の多数出入りする施設での注意点＞

○ 防火管理を行ない、夜間の巡視を実施しましょう。

○ 消防用設備等の点検・整備をしましょう。

○ 消火作業及び避難時に障害となる物件の除去をしましょう。

＜休日中の事務所等での注意点＞

○ 火気管理及び通報体制の整備、部外者の進入防止等、警備体制の確認をしましょう。

　 増毛町消防本部・予防課（電話 53崖2175）

「平成29年12月25日～31日」

動運防予災火末歳

【氏　　名】　山　本　菜　月

【年　　齢】　22歳　

【職　　業】　増毛町役場（町民課 戸籍係）

【入 団 日】　平成29年12月１日

【コメント】

　きっかけは消防職員からの直接勧誘でした。以前

から勧誘は受けていたのですが、消防団員は男性の

みで、力仕事というイメージが強く、女である私に

は無理だと諦めていました。しかし、消防職員の話

を聞くと、他に女性の団員がいて人数が不足してい

る事や、女性だからこそできる事があると知り、町

職員として今以上に町民の皆様の安心・安全を守り

たいと決意し入団を決めました。消防団には私と同

年代が少なく、共に消防団活動を行ってくれる方は

大歓迎です。一緒に増毛町を守りましょう。

　増毛町では、消防団員がまだまだ足りません。特別な資格・経験は一切必要ありません。

私たちが住むこの町を私たちの手で一緒に守りませんか？　少しでも興味を持った方、入団

希望者はご連絡下さい。〈お問い合わせ　消防本部総務課 53－2175〉

新入消防団員を紹介します新入消防団員を紹介します ！！ ！！
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暮 報情のしら

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間
　

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
３
９
埀４
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
３
０
円

・
日
給
　
６
埀５
０
０
円

食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
栄
養
士
】

■
募
集
人
員
　

　
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

２０

６５

　
※
栄
養
士
免
許
所
持
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
応
じ
前

歴
を
換
算
し
増
額

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
問
合
せ
願
い
ま
す
。

（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員
　
３
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
下
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）増
毛
町
職
員
（
看
護
職
）

採
用
試
験
申
込
書

（
イ
）健
康
診
断
書

（
ウ
）免
許
証（
写
）

※（
ア
）、（
イ
）は
指
定
様
式
で

す
の
で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
直
接
役

場
総
務
課
へ
請
求
願
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
本
人
へ
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
栄
養
士
）

募

集

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
　
月
額
五
千
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
　
月
額
一
万
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

増
毛
町
看
護
職
員

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　キリギリスがアリをからかいまし
た。「どうして働いてばかりいるの
さ」アリは立ち止まり重い荷物をお
ろしました。「そのうち冬が来るで
しょう。今のうちに食べ物を集めて
おかなくちゃ」 （２０１７年３月刊行）

アリとキリギリス
絵：かわかみ　たかこ／ 文：蜂飼　耳自由国民社編集部 著

　近所づきあいの紛争の予防、解決
に役立つ情報と知識を、誰にでもわ
かりやすいＱ＆Ａ形式で解説。紛争
解決に必要な書式、相談先も詳しく
紹介。近隣トラブルで悩んでいる人、
必読の１冊。　 （2017年９月刊行）

隣り近所の法律知識
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■
募
集
人
数
　

　
臨
時
保
育
士
　
１
名

■
応
募
資
格

保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
有
す
る
方
か
資
格
取

得
見
込
み
の
方
で
、
増
毛
町

に
在
住
又
は
通
勤
可
能
な
方

■
賃
金

　
月
額
１
５
４
埀９
０
０
円
以
上

　（
そ
の
他
各
種
手
当
あ
り
）

※
経
験
年
数
に
よ
り
決
定
い
た

し
ま
す
。

■
採
用
期
日

　
平
成
　
年
４
月
１
日

３０

■
勤
務
条
件

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

４５

※
３
交
代
勤
務
・
土
曜
勤
務
等

を
要
相
談

■
応
募
方
法

平
成
　
年
２
月
　
日（
水
）ま

３０

２８

で
に
履
歴
書
と
資
格
証
の
写

し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

取
得
見
込
み
の
方
は
学
校
等

の
取
得
見
込
証
明
書
等
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送

可：

期
日
必
着
）

応
募
・
問
合
せ
先

　
役
場
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
を
原
資
と
し

て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
お
り
ま
す
「
歳
末
見
舞

金
配
分
事
業
」
で
す
が
、
広
報

ま
し
け
　
月
号
折
込
チ
ラ
シ
で

１１

お
知
ら
せ
し
て
い
た
申
請
の
受

付
を
、　

月
　
日（
月
）ま
で
延

１２

１１

長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
申

請
を
忘
れ
て
い
た
方
は
、
地
区

担
当
の
民
生
委
員
に
ご
相
談
下

さ
い
。

 
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
電
話
 ５
３
倆
３
６
０
０
）

　
町
で
は
、
岩
尾
温
泉
あ
っ
た

ま
ー
る
が
休
業
す
る
期
間
、

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
を
利
用

す
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
運
行
期
間
は
　
月
４
日
か
ら

１２

３
月
　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

２６

で
す
。
バ
ス
の
運
行
時
間
及
び

停
留
所
は
、　

月
号
広
報
の
折

１１

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係
（
電

話
 ５
３
倆
３
１
１
１
 内
線

５
１
４
）

　
元
陣
屋
を
会
場
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
参
加
に
は

申
込
が
必
要
で
す
。

■
開
催
日
時

　
　
月
　
日（
土
）　
時
　
分
～

１２

１６

１３

３０

■
開
催
場
所
　
元
陣
屋

■
対
象
　
幼
児
～
小
学
生

■
入
場
料
　
無
料

※
事
前
に
申
込
み
願
い
ま
す
。

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
 ５
３
倆
３
５
２
２
）

■
開
催
日
時

　
平
成
　
年
１
月
７
日（
日
）

３０

　
　
時
　
分
～

１４

００

■
開
催
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
 大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　
平
成
９
年
４
月
２
日
～

　
　
　
平
成
　
年
４
月
１
日
生

１０

【
内
容
】

　
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
記

念
し
て
式
典
と
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
増
毛
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
す
で
に
ご
案

内
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

市
町
村
に
転
出
さ
れ
、
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
　
月
　
日

１２

１２

（
火
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
成
人
式
の
実
行
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
成

人
者
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
も
　
月
　
日（
火
）ま

１２

１２

で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

 
教
育
委
員
会
・
地
域
学
習
課

社
会
教
育
係
（
電
話
 ５
３
倆

２
４
２
７
）

　
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
！

　「
環
境
影
響
評
価
法
」
に
基
づ

き
、「（
仮
称
）増
毛
町
風
力
発

電
事
業
　
環
境
影
響
評
価
方
法

書
」
を
縦
覧
し
、
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

■
事
業
者
の
名
称

有
限
会
社
　
稚
内
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　
代
表
取
締
役
　
渡
辺
　
義
範

■
対
象
事
業
名

（
仮
称
）増
毛
町
風
力
発
電
事

業
・
種
類：

風
力
発
電
所
設
置
事

業
・
発
電
設
備
出
力：

最
大
　
万
１９

ｋ
ｗ

■
対
象
事
業
実
施
区
域

　
増
毛
町
の
山
稜
上

■
関
係
地
域
の
範
囲

増
毛
町
、
留
萌
市
、
北
竜
町
、

雨
竜
町

暮 報情のしら

お
知
ら
せ

元
陣
屋
ま
つ
り

平
成
　
年
３０

増
毛
町
成
人
式

増
毛
町
立
増
毛（
あ
っ
ぷ
る
）

保
育
所
臨
時
保
育
士

歳
末
見
舞
金
配
分
事
業

受
付
の
延
長
に
つ
い
て

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
浴
場

行
き
送
迎
バ
ス
の
お
知
ら
せ

風
力
発
電
事
業
関
連
書
類
の

縦
覧
と
住
民
説
明
会
の
開
催

に
つ
い
て
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暮 報情のしら

■
縦
覧
の
場
所

・
冊
子
で
の
縦
覧

北
海
道
留
萌
振
興
局
保
健
環

境
部
環
境
生
活
課
、
増
毛
町

役
場
企
画
財
政
課
、
留
萌
市

役
所
政
策
調
整
課
（
い
ず
れ

も
開
庁
・
開
館
時
の
み
）

・
電
子
縦
覧

　
事
業
者
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
縦
覧
期
間

　
　
月
７
日（
木
）～

１２
　
　
　
　
　
１
月
　
日（
金
）

１２

■
意
見
書
の
提
出
方
法

　
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ

い
て
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

の
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
書

面
に
住
所
、
氏
名
、
ご
意
見（
意

見
の
理
由
を
含
む
）
を
ご
記
入

の
う
え
、
縦
覧
場
所
に
備
え
付

け
て
お
り
ま
す
意
見
書
箱
に
ご

投
函
下
さ
る
か
、
１
月
　
日
２９

（
月
）ま
で
に
左
記
ま
で
ご
郵
送

く
だ
さ
い
。
※
当
日
消
印
有
効

【
住
民
説
明
会
】

■
日
時

平
成
　
年
　
月
　
日（
木
）

２９

１２

２１

午
後
６
時
半
か
ら
午
後
８
時

ま
で

■
開
催
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

提
出
・
問
合
せ

㈲
稚
内
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
（
担
当：

渡
辺
）

稚
内
市
大
字
宗
谷
村
字
増
幌

１
０
８
６
番
地
（
電
話
０
１

６
２
倆
２
６
倆
２
６
４
１
）

　
自
力
で
除
雪
を
行
う
こ
と
が

困
難
な
世
帯
に
対
す
る
支
援
除

雪
や
、
地
域
の
交
通
確
保
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
な
ど

に
、
除
雪
機
の
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
機
を
運

搬
す
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
貸
し
出

し
も
で
き
ま
す
。

■
対
象

除
雪
支
援
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
除
雪
を
行
う
自
治
会
、
団

体
、
グ
ル
ー
プ
等

■
貸
出
期
間

　
平
成
　
年
　
月
　
日
～

２９

１２

１０

　
　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

３０

３１

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
土
・
日
・
祝
祭
日
も
貸

し
出
し
致
し
ま
す
。）

■
申
込
み
・
注
意
事
項
等

★
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
に

連
絡
し
て
下
さ
い
。
除
雪
機

を
貸
し
出
し
す
る
際
に
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
す

る
場
合
は
、
そ
の
時
に
申
込

を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
除
雪
機
の
運
搬
等
は
利
用
者

が
行
っ
て
下
さ
い
。
燃
料
代

も
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

★
そ
の
他
、
不
明
な
点
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
尋
ね
下
さ

い
。

★
貸
し
出
し
機
種
「
ヤ
マ
ハ
Ｙ

Ｔ
倆
１
３
９
０
Ｅ
Ｘ
Ｒ
」

　（
全
高
１
坩　
ｍ
、
全
長
１
坩

３６

　
ｍ
、
全
幅
０
坩　
ｍ
）

７０

９３

 
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
電
話
５
３
倆
３
６
０
０
）

ｈ
ｔｔ
ｐ
：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｗ
－
ｇ
ｒ
ｅ

ｅ
ｎ
ｆ
ａ
ｃｔ
ｏ
ｒ
ｙ
．ｃ
ｏ
．ｊｐ
/

○ みまもりでんわサービス
　毎日、ご指定の電話番号へ、電話をお掛けし、自動音声に対する回答をご指定の
報告先に電子メールでご報告します。
・「本日の体調はいかがですか」という自動音声が流れます
・回答選択肢は「元気です」、「いつも通りです」、「元気がありません」　
・報告先は最大４名
・固定電話コース：980円／月（税抜）　・携帯電話コース：1，180円／月（税抜）

○ みまもり訪問サービス
　郵便局社員等（弊社が委託した者を含みます。）が、月１回、ご利用者宅を訪問し、
会話を通じてご利用者の生活状況を確認し、ご指定の報告先に電子メール（ＰＤＦ
ファイル）でご報告します。
・確認項目は10項目（７項目＋選べる３項目）
・報告先は最大３名
・サービス料金：2，500円／月（税抜）

噛さらにオプションで「駆けつけサービス」もございます。
郵便局のみまもりサービスのお問い合わせはお近くの郵便局又は

お客さまサービス相談センターへ

はなれて暮らす ご家族をつなぐ 郵便局のみまもりサービス

除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

（
花
園
町
１
丁
目

　
電
話
 ５
６
倆
１
６
７
８
）

西
原
腎
・
泌
尿
器
科

　
　
 ク
リ
ニ
ッ
ク

【
　
月
　
日
】

１２

１０

日曜当番医
（留萌市）
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土金木水火月日
３ ０２ ９

不燃ごみ

かん・びん

２ ８

生ごみ

資源ごみ２

２ ７

ペットボトル

プラ製容器

２ ６

可燃ごみ

資源ごみ１

２ ５

生ごみ

粗大ごみ

１２／２４

６５

不燃ごみ

かん・びん

４

生ごみ

３

収集なし

２

収集なし

１／１

収集なし

３ １

◇年末年始ごみ収集スケジュール◇

※12／30（土）から１／３（水）までは、各ごみ処理場への直接搬入も休みとなります。

　 町民課・町民環境係（℡ 53崖1112）

　年末年始のごみの収集日程については下記の通りとなりますのでご注意下さい。年末年始の時期

には、ごみ排出量の増加などのためすべてのものがステーションに入りきらない可能性があります。

資源物を外に置くなどの工夫をお願いします。また、普段よりごみの収集時間が遅くなる場合があ

りますので、ご了承願います。

～年末年始の時期にごみを集中して出さないようにご協力をお願いします～

１　月12　月

９
（火）

８
（月）

７
（日）

６
（土）

５
（金）

４
（木）

３
（水）

２
（火）

１
（月）

31
（日）

30
（土）

29
（金）

28
（木）

27
（水）

26
（火）

留萌振興局などの道の機関

役場、健康一番館　※１

教育委員会

文化センター（貸館業務）

17時証明書自動交付機　※２

市街診療所　※３

元陣屋

町立体育館

屋内グランド

※４15時暑寒別岳スキー場　※４

ごみの収集

し尿くみ取り　※５

増毛葬苑

年末年始休業のお知らせ

※１　死亡や出生、婚姻届などは、役場で日直者が受付けます（８時45分～17時15分）。 

※２　証明書自動交付機の使用は、12月29日（金）については17時00分までです。

※３　急病により診療を受けたい方は、まず、電話 53－1811で症状などを連絡してください。

※４　暑寒別岳スキー場の営業は、12月31日（日）のみ15時00までです。１月１日（月）は10時00分より

営業を開始します。

※５　年内のくみ取りを希望される方は、12月26日（火）までに㈲増毛清掃 電話 53－2574 へ連絡して

ください。新年のくみ取りは、１月５日（金）から開始します。なお、１月、２月中の土曜日・日

曜日・祝日は休みになります。

■休業日　■時間帯注意

年末年始のごみ出しにご注意！
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暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒別別別別別別別別別別岳岳岳岳岳岳岳岳岳岳ススススススススススキキキキキキキキキキーーーーーーーーーー暑寒別岳スキー場場場場場場場場場場場
MMMMMMMMMMtttttttttt..........ssssssssssyyyyyyyyyyooooooooookkkkkkkkkkaaaaaaaaaannnnnnnnnnbbbbbbbbbbeeeeeeeeeettttttttttssssssssssuuuuuuuuuusssssssssskkkkkkkkkkiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnggggggggggggggggggggrrrrrrrrrroooooooooouuuuuuuuuunnnnnnnnnn Mt.syokanbetsu skiing grounddddddddddd

111111111122222222221 2 月月月月月月月月月月月 11111111111 66666666666日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（ 土土土土土土土土土土））））））））））土 ）
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【リフト料金】

毅１回券　　　 　２４０円　（１２０円）

毅１１回券　　　 ２，４００円（１，２００円）

毅１日券　　　 ２，５００円（１，５００円）

　　　　　　　　　　　《１，５００円》

毅ナイター券　 １，０００円（１，０００円）

毅シーズン券　２４，０００円（１２，０００円）

　　　　　　　　　　 《１８，０００円》

毅３０日券　　　１０，０００円 （５，０００円）

　　　　　　　　　　　《７，５００円》

（３０日券は購入日より30日間乗り放題）

　※（　　）内は中学生以下の子ども料金

　　《　　》内は６０歳以上のシニア料金

オープン初日は

スタンプ２倍 ！ ！
　回数券または一日券を購入

するごとにスタンプ１個押印。

１０個たまると一日券に交換で

きます。オープン初日の１７日は、

スタンプ２倍のサービスデー ！

　また、オープン日にはロッジ

にて果汁１００％りんごジュース

の無料配布も行っております

ので、たくさんのご来場お待ち

しております。

シーズン券予約受付中 ！
大人　　２４，０００円

子ども　１２，０００円

《予約特典》

　ロッジ食堂お食事券

　600円分×２枚！！

～１２月１４日受付分まで

受付：役場商工観光課

　　　　　（５３－３３３２）

《無料！！スキーバス》
　無料で乗れるスキー場まで

の送迎バスを１月６日（土）か

ら２月２５日（日）まで、土日・祝

日限定で運行します。

　発着場所は留萌市住之江町

の留萌合同庁舎（留萌振興局）

前から増毛町文化センター経

由となります。詳しくは広報まし

け１月号にてお知らせします。

　暑寒別岳スキー場が１２月１６日（土）から営業をスタートします。今シーズンは

２０１８年３月１１日（日）まで毎日営業！この暑寒別岳スキー場、実は道内でも有

数のパウダースノースポットとして、道内外のスキー・スノーボード愛好家の間

で話題が沸騰中。暑寒別岳を眺めながら極上のパウダースノーをお楽しみくだ

さい。（広報マンのおすすめは、朝一番の第２リフトチャレンジコース！）

※ナイター営業は１月、２月の金・土曜日、３月は１０日までの日曜以外毎日

ＯＰＥＮ 10：00 葛 ＣＬＯＳＥ 17：00
ナイター営業日（１月・２月の金・土）　ＣＬＯＳＥ 21：00

日曜・祝日　ＯＰＥＮ 9：30
《３月平日》ＯＰＥＮ 13：00 葛 ＣＬＯＳＥ 21：00

年末年始営業は
１２月３１日15：00 ＣＬＯＳＥ　　１月１日10：00 ＯＰＥＮ

増毛町暑寒別岳スキー場
〒０７７－０２１６ 増毛郡増毛町暑寒沢６９８番地1

ＴＥＬ＆ＦＡＸ 0164－53－3002

（役場内連絡先：増毛町役場商工観光課　ＴＥＬ.０１６４－５３－３３３２）

スキーロッジ食堂
《営業時間》

平日　　　１１：００～１６：００
ナイター　１１：００～２０：００
３月平日　１３：００～１８：００
３月土日　１１：００～１６：００
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町税の納期について

■問 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

国民健康保険税（第６期）
１月９日（ 金 ） 

１１月末
人口と世帯

（－７）人4,374人口

（－２）人2,016　男

（－５）人2,358　女

（－４）世帯2,276世帯

（　）は前月との増減

１１月１日～１１月３０日届出分
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　１１月２１日、増毛町における地域貢献活動に対する感謝状の授与

式が行われ、２社に対して堀町長より感謝状が手渡されました。

各企業名と活動内容は次の通りです。

■北央道路工業株式会社（札幌市・澤口二朗　代表取締役社長）

・旧ＪＲ朱文別踏切の舗装（段差解消）

・箸別道路線・増毛港内の穴埋め舗装（パッチング）

■白鳥建設工業株式会社（留萌市・堀松　誠　代表取締役社長）

・暑寒沢東公園の水路清掃作業（土砂撤去）
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○今冬は、電力の安定供給に最低限必要な供給予

備力３％以上を確保できる見通しですが、お客

さまにおかれましては、引き続き「無理のない

範囲での節電」にご協力いただきますようお願

いいたします。

○詳しくは、ほくでんホームページを

ご覧下さい。

ほくでん　節電 検索

隔

北海道電力からのお願い

「地域貢献活動「地域貢献活動」」
ありがとうございますあ り がと うござ いま す ！！



●暑寒別岳スキー場オープン １０：００～
●元陣屋まつり １３：３０～ 元陣屋

松１ ６●広報ましけ１２月号発行昇５

掌１７●平成２９年度第２回自治会長会議
　１３：３０～ 文化センター

昌６

●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館
●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００　
　健康一番館

捷１ ８昭７

●増毛町保健推進員総会
　１３：３０～ 健康一番館

昇１ ９晶８

●日本脳炎予防接種 １５：３０～１６：００
　市街診療所

昌２０松９

昭２１掌１ ０

●親子遊びの広場（クリスマス）９：３０～１１：００
　あっぷる保育所

粗大ご み申込受付最終日

晶２２捷１ １

˓ॕ 天皇誕生日松２３●暑寒別岳スキー場安全祈願祭 １０：００～
　暑寒別岳スキー場
●こころの健康相談 １５：００～１７：００
　留萌保健所または羽幌町保健センター

昇１ ２

掌２４●ＢＣＧ・麻疹風疹・水痘予防接種 
　１３：３０～１４：００ 市街診療所

昌１ ３

●広報ましけ１月号発行
●町民健康相談 ９：００～１１：３０ 健康一番館

捷２５●増毛町議会第４回定例会 １日目１０：００～　
　役場議場

昭１ ４

●定例行政相談所 １０：００～ 文化センター昇２６●増毛町議会第４回定例会 ２日目１３：３０～　
　役場議場

晶１ ５
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　 ໰̇  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック
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 可 燃 

 可 燃   資源１ 

　生　  粗 大 　生　  資源２ 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

 不 燃   か・び 

 可 燃 

 ペット   プ ラ 

　生　

　生　  金属・危険 

 ペット   プ ラ 

　生　 　木　

　生　

 不 燃   か・び  可 燃   資源１ 




